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＜今月の注目点＞ 

・海外ニュースでは、石油＆ガス企業の再エネへの投資行動に関する話題を取り上げます。 
また、世界最大級の水素製造電解プラントとアンモニアの記事を紹介します。両者は脱炭素

化のための主力と目されており、またアンモニアでストレージの可能性についても言及して

います。 
・国内ニュースは、制度改革動向と電力３社による広域需給調整の開始を紹介しています。 
・事務局後記は、補助金の役割をシフトするカリフォルニア州の動きです。 
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